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飯島 岬  印 
 
（学位論文のタイトル） 
Development of single nanometer-sized ultra fine oxygen bubbles to overcome the hypoxia-induced resistance 






























をCCK8 assay, colony formation assayで評価した。放射線照射は0, 2, 6, 10, 14Gyで施行した。 
通常酸素環境下における酸素ナノバブル水のがん細胞及び非がん細胞の放射線感受性に及ぼす影
博士課程用（甲） 
 - 2 - 
響： EBC-1、MDA-MB-231、及びヒト正常気道細胞であるBEAS-2Bを用いて実験を行った。通常
酸素下での酸素ナノバブル培地群とコントロール培地群における放射線抵抗性の変化をCCK8 







性が酸素ナノバブル培地群において有意に改善していた (CCK8 assay, colony formation assay)。 
通常酸素条件下における培養ではコントロール培地群、酸素ナノバブル培地群の間に細胞増殖能、
及び放射線感受性の有意な差は認められなかった。 
【考察】 
 酸素ナノバブルを用いた培地で培養されたがん細胞はHIF-1αの発現が抑制され、結果として低
酸素に起因する放射線治療抵抗性が抑制されたと考えられた。また、通常酸素条件下での培養にお
ける酸素ナノバブル水は正常細胞、がん細胞共に細胞生存、放射線感受性に影響しなかったことか
ら、細胞毒性や正常組織への照射による副作用を惹起するものではないことが推察される。 
【結論】 
 酸素ナノバブルは正常細胞への副作用を伴うことなくhypoxia-inducible factor-1αの抑制を介
した低酸素状態に起因する放射線抵抗性を克服する新しいツールとなり得る可能性を示すこと
ができた。 
 
